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「一回目：修士課程、博士課程にお
ける学習、研究と生活」の振り返り
• 日本の大学院教育の特徴の一つは、同じ学部・研究室からのストレー
ト進学がいまだに主流であるため、大学院で学習する際に必要な基礎
知識及び関係の技能は学部段階で習得済みと見られ、改めて教えるこ
とはない。

⇒必要な専門基礎知識及び研究のための知識と技能は進学前後で独自
で補強する必要がある。
• 学術日本語には慣れていない。
⇒ひたすら読む、書く。
中国語の専門書も併せて読むこと。
できれば英語の学術本も読むこと。

• 学位論文の研究に限らず、幅広く学習すること。
• アカデミックネットワークを構築すること。
• 研究室から出て、日本社会を知ること。



本日のお話：学位論文の執筆

•段階１：研究テーマの決定
•段階２：論文執筆までの準備
•段階３：論文執筆中
•段階４：論文完成後の調整
•李の学位論文の執筆の振り返り



大きな課題
•中国研究 or  日本研究？

•研究テーマに関する基礎専門知識が皆無の状態では、
比較研究を実施する力量はあるはずはない。

•日本・中国のどちらかの一方の研究に集中したほう
が現実的である。

•ただし、修業年限内で学位を取得することを目標と
するならば、論文のテーマの選択は相当戦略的にな
らざるを得ない。



•北京日本学研究センターの修了者に対する研究
では：
修士：日本研究を中心（中国にいるから）
博士：中国研究を中心（日本にいるから）
現在（就職後）：日中比較



ただし

•たとえ中国研究をしても、背後には
日本との比較という視点が欠かせ
ない。



海外（日本）における中国研究の意義
• 意識しなければならない要点

• 海外（日本）の類似した内容との差異化
• 中国国内の類似した内容との差異化
• 関係研究への貢献

⇒ 研究の昇華
• 中国の制度についての説明

• ただし、無理して比較を行う必要は全くない。

• 直接比較を行わないとしても、問題意識、研究方法についての比較の
痕跡を残しておく。

• 海外（日本）との相違の原因を合理的に解釈する。
• 同じく非欧米圏国家として、日本との相違とその原因を探る。



何をテーマにするのか

• 自分の興味関心のある内容
• 博士課程の研究、就職を見据えて長期にわたって研究する価値
のある内容

• 社会（日本・中国・世界）に役に立つような内容
• 資料入手、調査実施の可能性のある内容

•何が問題なのか。
•なぜ問題なのか。

について答えられるのか？



中国研究の落とし穴
• 何をもって「中国」とするのか。
• 高等教育に関する伝統、インフラ、進学者の質、教育の実施方法、さ
らに労働市場が各地で全く異なる。

• あえて「中国」研究という
野心を捨てて、中国におけ
る「○○地域」の研究
に注力したらどうか？

• そのうえで、「○○地域」
の特殊性と共通性から中
国全体の特徴を主張し
たらどうか？



本日のお話：学位論文の執筆

•段階１：研究テーマの決定
•段階２：論文執筆までの準備
•段階３：論文執筆中
•段階４：論文完成後の調整
•李の学位論文の執筆の振り返り



とにかく、先行研究を広く読むこと。

•研究テーマに関連する基礎知識の学習

李的実践
修士：テーマが決まらず大変困ってしまいました。

教育を研究テーマにしたい。
高等教育よりも、むしろ初等中等教育



修士論文に向けての学習

• 『教育学大全集』
３.近代化と教育
４.教育の経済学
５.教育と選抜
６.大学と社会
１０.家庭と教育
１１.現代学校論









読む時の要点
① 「精読」（繰り返して読む）と「汎読」（広く浅く読む）

の併用
② 学習ノートをつけること
③ トップの先生の論文のまねをすること（そのまま写すこと

も方法の1つ）
李は天野郁夫先生のファン

④ 絶えず練習すること（特に文章を書くこと）

ロジカルシンキングを訓練する絶好の方法



精読と汎読
• 精読

• 古典、教科書になるような図書（3冊程度読む）。
• 繰り返してじっくりと読む。
• ノートを付ける。（外国語の本を読む時はとりわけ重要）
ただし、もしまとめではなく、そのまま写す場合は、必ず、ページ数

を記録しておく

• 汎読
• 関連の研究を浅く広く目を通す。



こまめにまとめる

著書（論文）B

著書（論文）A 著書（論文）D

著書（論文）E

• 精読、汎読を問わず、それぞれの論点についてまとめる。
• 一定の量を蓄積したら、まとめる

著書（論文）C

論点１ 論点２ 論点３

• この論点は触れていない⇒先行研究の不足を発見
• 自分の研究のオリジナリティを主張



修論のテーマの決定
「第4章 選別のなかに潜む『ジェンダー』―進学向
上策のなかの共学校」,pp.63-92)

• 修論テーマの確定：修士課程の第4学期

• 関係の先行研究を蒐集してひたすら読んでまとめ
る。
斬新なテーマではあるが、土台となる知識をす

でに持っているので、すぐに新しい研究に取り組む
ことができた。

• 調査に関するスキルを指導教官、チューター、独
学で習得する。

• ゼミと研究会に参加することを通して視野を広げ
る



博論の書き方

• テーマは自分の興味関心（経
験者）

• 当時の日本と中国の高等教育
研究においては、参考になる
価値のあるテーマ

• 関係の調査を実施することが
可能



大きな刺激を受けた二冊



高等教育以外の領域の学習

•計量分析の学習
（論文を読みながら学習するのも方法の1つ）

•労働経済学の学習
•その他の学習
•日本語の文献に限らず、海外の最新研究の学習



学会発表と投稿論文

•漠然とした意識でよいが、興味のある部分から着手す
る。

•できるだけ、学会発表と学術誌の投稿にチャレンジし
てみる。

•小さな目標を作る。

→自分で締め切りを作り、常に論文作成の意欲を掻き立
てる。



本日のお話：学位論文の執筆

•段階１：研究テーマの決定
•段階２：論文執筆までの準備
•段階３：論文執筆中
•段階４：論文完成後の調整
•李の学位論文の執筆の振り返り



•思い切りが必要である。戦場に赴く毅然とした態度で
臨む。

•その世界に浸かる。論文以外の情報を受け付けない。
•すべての材料（先行研究、発表した論文）を改めて目
を通し、その内容を紙に書き出す。

•こうした材料で、どのようなストリーが作れるのかと
いくつかの案を立てて、レシピーを作る。

•レシピーをみながら、欠けた材料を補足する。
•投稿論文もそのまま貼り付ける。
•序章は最後に書く。



本日のお話：学位論文の執筆

•段階１：研究テーマの決定
•段階２：論文執筆までの準備
•段階３：論文執筆中
•段階４：論文完成後の調整
•李の学位論文の執筆の振り返り



•個別した論文の集めではなく、各章の間の起承転結をよ
り自然に。各章の中の先行研究と論文全体との関係に注
意。

•重複した箇所の処理。
•書いた内容の飛躍があるかどうか、自分が当たり前とい
う知識が読む相手と共有するものであるかどうか、熟考
の上に、先行研究の修正を行う。特に日本人教員を相手
にする論文なので、中国の制度についての説明があるか
どうかも注意。

•論文全体は面白いストリーになったのかを改めて読んで
みる。序章で提起した問題は、終章ですべて回答を出し
たのか。（首尾一貫のため）



本日のお話：学位論文の執筆

•段階１：研究テーマの決定
•段階２：論文執筆までの準備
•段階３：論文執筆中
•段階４：論文完成後の調整
•李の学位論文の執筆の振り返り



特に研究方法の多様化
•意外にも興味深い歴史研究、政策研究

• 個別問題を理解するために、その血筋を徹底的に調べる必要があ
る。

•高等教育の問題を研究する際には、それに関連する問題
も念頭に入れる必要がある。

• 接続としての初等中等教育、社会階層の移動、労働市場などのよ
うに研究課題を立体的に紡ぎだす。

•量的研究と質的研究の併用
• アンケート調査偏重の限界性
• マクロデータの活用（大学の学務データも含む）
• インタビュー調査による具体化



例えば：マクロデータの活用

2007年各地域の人口･産業・職業・高等教育の状況



•いくら分厚い学位論文であっても、パターンがある。
何が問題なのか。なぜ問題なのか。どのようにその問

題を解決するのか。提起した問題をそれぞれどのような
結論を得たのか。

•自分の研究のオリジナリティーがどこにあるのか、常
に問うこと。
学位論文が大きなまとめになっただけなら、失敗と言

わざるを得ない。

•早めに着手して、一気に完成。そして、論文を「寝か
せる」こと。



• 指導教官、先輩、後輩の意見を聞くのも大事である。
• ただし、意見を採用するかどうかを決めるのは自分である。

• 日本語・英語などのネイティブ・チェック。

………



•ご静聴、ありがとうございました！
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